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メ ヒ シバ 種 子 の越 冬 時 の埋 土 位 置 が

畑地での出芽動態に及ぼす影響

露 崎 浩 ･中 川 恭二郎*

畑地に生育する雑草の埋土種子は,耕起作業に伴い,種々の深さに置かれる.従って,

埋土位置が雑草種子の動態に及ぼす影廿 を検討することは.雑草の生態を究明するうえで,

重要な研究課題と考えられる.そして,このことは,雑草の有効的な防除法の確立に対 し,

その基礎を与えうるものと考えられる.

そこで,露噂ら (1987)は,畑地の強害華である.イネ科の夏生 1年生草本のメヒシバ

(Di'iiLariaadscenあ sHenrardsensuOHWI(1942))を研究材料として,下記の研究を行

なった.すなわち.メヒシバの′ト穂 (以下.便宜上,柾子と呼ぶ)を晩秋からの翌春にか

けて,畑地の裸地条件で深さ0.1,2,5,10cmおよび遮光条件で深さ1cmに埋土 した.

そして,それらの種子を継時的に回収 し,車内シャーレ条件下での発芽実験に用い,休眠

IjZ醍程度および発芽特性を調査 した.その結果,裸地下 5,10cmおよび遮光下 1cnlに性土

した粒子で特に休眠覚醒が進み,かつ発芽が芳一化することが明らかになった.

上記の研究結果から,異なる埋土位置で越冬 したメヒシバ種子は,自然発生期の春に,

実際の畑地においても異なる出井動態を示すことが予想された.また,Summerfleld,R

J.(1973)も指摘 しているように,シャーレを用いた発芽実験は,実際の野外における出

芽動態を充分には説明しないと考えられる,そこで,筆者らは.室内シャーレ条件下で行

なった発芽実験に引き継き,実際の畑地におけるメヒシバ種子の出芽動態を検討するため

の実験を行なった.ここに.その結果を報告する.

本研究を遂行するにあたり,多 くの御教示を梱った,京都大学理学部植物学教室の河野

昭一教授に心より感謝の恵を捧げます.また,種々の御助言を頂いた,岡山大学農業生物

研究所雑草学研究室 (堤,資源生物科学研究所環境適応解析分野)の西 克久,榎本 敬

および沖 陽子の諸先生に,深 く謝意を表わします.

実験材料および方法

1983年 9月20日から25日にかけて,岡山県倉敷市の岡山大学農業生物研究所内畑地で,

メヒシバ種子を娘団採種 した.ビニロン寒冷紗 (クレモナNo.134)製の15cmX15cmの袋に,

上記の軽子を約1,000粒入れ,1983年11月26日に畑地に下記のように埋土 した.すなわち,
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裸地の深さ0, 1, 2, 5,10C恥 および寒冷紗 を用いて設定 した相対照度20%の遮光粂

Ill-卜の深 さ 1cmに埋土 した.遮光条件は柚披下に倍かれた種丁を想定 して設定 した,なお,

各処理 とも2反復で行なった

こうして処理 した袋を, 1983年12月 5日から1984年 3月31日の間に計 6回,それぞれの

雌十位置から回収 し,そのつど娘内の種子60粒 を室内シャーレ条件下の発芽実験に供試 し

た.そ して,休眠混酸程度,発芽特性及び死亡呼 を調査 した.その結果は,鎧嶋 ら (1987)

が報告 Lたiinりである.

裸地 FIcm.5clnおよび遮光下 1cmに埋士 した磯子 を,1984年 3月31日以後も継続 して,

それぞれの位置に埋土 Lた.そして,1984年 4F]30日に袋を回収,艶 5月1日に室内にて

各袋から250粒の未発券種千を収 り出 した.そして,排起作業や植被の除去に伴い種子が

軌 也の表面近 くに汚分布することを想定 し,じ記の種子 を畑地の裸地下 1cmにそれぞれ播

樵 した.そして,日単位で 6月30日まで出芽艶を調査 した.なお,出芽個体 は各 日ごとに

ピンセ ットで抜 き取った.また,4月30日現在で,すでに発芽 していた柾子は,各壮土位

班の種子 とも僅かであった.

実験期間中の降水出は,当研究所内で,微細気象学研究室 (税,環境適応解析分野)が

転倒マス式両立計を用いて測定 した偶を利用 した.

実 験 結 果

Tablelに,裸地下 1cm, 5cTnおよび遮光下 1cmにFI!+_した種子が, 1984年 3月31日の

同収時に,室内シャーレ条件下の発芽実験で示 した休眠覚醒程度,発芽の斉-性および死

亡率の結米 を記 した.この Tableに示 したように,裸地下 1cmに埋土 した種子は,他の

位置の埋土硬f･に比べ,発芽率 (本論文で用いる発芽準とは,全生存種子数に対する割合

とする)が有意に低 く,平均発芽 日数が有意に大きかった.また,同種7･は,他の位把の

埋土種子に比べ,発芽 日数の分散が大きかった. したがって,裸地下 1cmに埋土 した棟 t

は,他の位置の埋上組子に比べ,休眠覚醒が遅れ,また発芽が不斉-である と考えられた.

なお,死亡率は,裸地下 5cmに埋土 した種了･において,他の位置の埋土粒子に比べ,有意

に高かった.

TabLe1 CermlnatlOnrate,meandaytoi..･jrmlnatIOn.VaHanCeOfgermlnat10nday
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Flg lに,各埋土位置で越冬 した種子が,実際の畑地で示 した出芽動態の結果を記 した.

全ての位置の越冬也土梯子が,5月15日.16E]の降雨の後に出芽を開始 した.そして,裸

地下 5cmおよび遮光下 1cmで越冬 した種子では,次の降雨日である5月28日までに.ほと

んどが出芽 した.これに対 し,裸地下 1cmで越冬 した種子は, 5月28日の降雨後に再び盛

んに出芽 した,
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従って,Table2に示 したように,第 2回日の降叶ほ でに出芽 した個体数が全出芽個体

数に占める割合は,裸地下 1cmで越冬 した種了で低 く,また,平均出芽日数と出芽日数の

分散は,同種子で大きかった.なお.裸地下5cmで越冬 した種子では,出芽総数が少なく,

またその反復間のばらつきが大きい傾向が認められた.
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Table2 Emergencev唱Or,meandaytoeltlergenCe.VarlanCeOfemergencedayand

totalseedllngnumberoTseedshurledatdLffEIrentCOndltlOnSduringWlnter
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考 察

排起作業が雑草の埋土種子の出芽動態に及ぼす影坪を解明することは,戯挙上屯質な研

寵課越である.従って,この課題にLkJする研究は比較的多 く,Chepll,W S(1946a)は,

耕起が雑一軍埋土種子の出芽と_/.E在に及ほす形幣を,Wesson,G etal(1969)は伸上が雑草

柁+の'LH芽 と生存に及ぼす揖背 を研究 した, さらに, Chepll,W S.etal(1946b),

Ruberts.托.A eLal(1972)は排起の有無と耕起深度か.Paul,S,Z.elal.(1984a.b)は休

眠の弥鋸と姓上深度が,それぞれ雑草埋士種子の日算とJf.存に及ぼす影坪を研究 した.

しかし.上記の研究で報告された出芽数はいずれも,設定 した期間内 (例えば 1月札

1年剛)の総数である.従って,本研究で行なったような,捜土位置とE]単位での出芽動

態との関係の研明を試みた研究は,これまでに行なわれていない.

本研究では.異なる也土位置で越冬したメヒシバ種子が.畑地において異なるTti芽連夜

およびLLLt.芽の芳一でLを示すことを明らかにした.さらに,この結果は,室内シャーレ条件

Fでの発芽実験で示された休眠寛解程度および発芽の斉一性の差異が.野外の畑地におい

ては.降雨に対する出井反応の差5lLさとして現われることを示唆するものである.

そこで次に.この川井動態の可牡的変異がもつ生態的意歳を.畑地で普通に行なわれて

いる除草作菜と関連づけて考察する.

まず,メヒシバが出井 した場所で.除草作菜がffなわれない場合について論議する.山

井したメヒシバ個体に他種間あるいは帆校内での耽争が生ずると仮定すると, 1回日の降

雨 (本研究の場合は5月15,16円)から2回目の降雨 (同 5月28日)の剛 二出芽した個体

は. 2回日の降雨の後にIIj許した個体に比べ.出芽が早いので,生育に有利な環境下に匿

かれると考えられる.ところで, 1回日の降雨と2回目の降雨の間に出芽 した個体数が令

出芽個体数に占める剤合は,裸地下5cmおよび遮光下 1cmで越冬 した種子において,裸地

下 1cmで越冬 した種子に比べ.新 しく多い,したがって,畑で除草作業が行なわれない場

合,裸地下 5cmおよび遮光下 1cmで越冬した唖+は,裸地下 1cmで越冬 した種+に比べ,
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繁殖に有利な出井動態を示すと考えられる.

次に,除草作菜が行なわれる場合について論談する. 2回日の降雨の前 日に,除卓が行

なわれたと仮定する.この除草の後,裸地下 1cmで越冬 した桂子は他の位置で越冬 した種

子に比べ,多数の個体を出芽させることになる.このことから,畑地で除草作業が行なわ

れる場合.裸地下 1cmで越冬 した種子の方が.他の位置で越冬 した種+に比べ,生存に有

利な山芽動態を示すと考えられる.

以上のことから,メヒシバ種子が越冬時の微細な埋土環境の差異に反応 して可W_的変異

を示 し,異なる出芽動態を獲得することは.他種 との競争が生じ,また除草が行なわれる

pJ'能性のある畑地という立地に繁殖する上で,jf利な生態的締仕と考えられる.

なお.出芽総数が,裸地下 5cmで越冬 した種子で少なかった原因の 1つとして.何棟仁

の死亡率が苗かったことが考えられる.また,同種子の出芽総数が.反復剛で大きな'若き潤

を示 した原因については,軽7-を播櫨 した土塊の小均一一作が考えられる.今後行なう研究

においては.実験に用いる種子の数ならびに反復数を多くする必要がある.

ところで.籍暗 (1988)は,畑地に生育 していたメヒシバ個体群と.畑地の間組に生育

していたメヒシバ個体群について,種子の休眠性の逝伝的変異構造を研究 した.その結果.

前者の個体群は後者の個体群に比べ.逝伝的に休眠性の払い個体を多 く含むことが明らか

になった.一万,本研究で用いた種子は.畑地に生育 していたメヒシバ個体群から採種 し

たものである.そこで,今後は,両年育地の栓子個体群について.出芽動態を含め埋 卜種

子の動感を比較研究 し.埋土種十の動態の持つ生態的.rj.並の解明をきちに進めていきたい.

摘 要

メヒシバ(DtgitarioadilCCndensuenrardsensuOHWI(1942))の種子を1983年1LR26口か

ら1984年 4月30日の間.畑地の株地粂作で深 さ1cm,5ctnおよび遮光条件で深さ1ctnに埋

土 した.それらの橡 (-の一部を,1984年 3月31円に回収,室内シャ-レ粂作下での発券実

験に用い.休眠覚醒程度および発芽の洋一性を調査 した.さらに,1984年5月 1円には,

各埋土位置の種+を畑地の裸地下 Icmに播種 し,11単位で6月30日まで出芽数を調来 した.

1984年3月31日の回収時に行なった室内シャーレ実験の結果,裸地下 jcmに埋土 した種

子は.他の位置の埋土種7-に比べ,休眠覚醒が連れ,また発芽が不芹-であることが明ら

かになった.

1984年 5月1日より行なった,畑地における山井数詞億の結果.全ての位置の越冬埋上

種子が.5月15日,16日の降雨の後に出芽を開始することが明らかになった.そして,裸

地下5皿および遮光下 lcznで趨冬 した種子では,次の降雨日である5月28日までに.ほと

んどが出芽 した.これに対 し,裸地下 】emで越冬 した椎j'-は. 5月28日の降雨後に再び盛

んに出芽 した.従って,裸地下 1mで越冬 した粒子は,他の位置で越冬 した種1-に比べ.

平均発芽日数と出芽日数の分散が大きかった.

これらの結果から,異なる捜土位置で越冬 したメヒシバ種Tは.畑地において災なる出

芽速度および出芽の斉-性を示すことが明らかになった,さらに,署内シャーレ粂作下で

の発芽実景で示された休眠覚酸程度および発芽の斉一作の差異が.野外の畑地においでは.

降雨に対する出芽反応の差異として現われることが示唆された.
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-kL後に,異なる埋土位置で越冬することによって生 じた上記の出芽動態の可塑的変異に

ついて,その生態的忠義 を論説 した.
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EffectsofBurialCt)nditionsonSeedlingEmergence

ofCrabgrass(DL'gl'tarLaadscet)densHenrard)

HiroshLTsUyuIAKlandKyoJLrON̂KAGAWA

Summary

AnexperlmentCOnCernlngtheemergencestrategyorCrabgrassseedswascarrled

out･nanuplandlIeldlocatedatKurashikllnJapan,betweenNovember26,1983

andJune30,1984

Crabgrassseedswereburiedat1,5cmclepthlnbaresollandatalcmdepthln

solュshadedwlLhcheeseclothfromNovember26,1983toAprl130,19840nMay1,

1984,theseseedswereexhumed,andthensownatalcmdepthlnbaresoilThe

numberorseedllngSemergedwascountedeverydayunt.りune30,1984

SeedlLngemergencebeganaftertheralnfalLonMay15and161neachexper-

imentalplot.Althoughabout90%Ottheseedsburledata5cmdepthlnbaresoll

andatalcmdepthlnShadedsoilhademergedafterthefirstrainfallandbeforethe

secondralnfallonMay28,about40%oftheseedsburldatalcmdepthinbaresol上

begantoemergealteTthesecondralnlall.Asaresult,themeandaytoemergence

andthevarianceolemergencedaylnSeedshurledatalcmclepthlnbaresol上were

longerthanthosefortheotherseeds

EcologlCaLlmPllCat10nSOftheemergencebehavlOrOfCrabgrassseedswerealso

dlSCuSSed
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